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漱
緯

広
島
、長
崎
市
長
ら
招
き

今
後
の
平
和
教
育
の
あ

一
止
条
約

（
Ｎ
Ｐ
Ｔ
）
再
検

一
核
兵
器
廃
絶
に
向
け
て
の

一
平
和

へ
の
思
い
を
行
事
な

り
方
を
考
え
よ
う
と
、
枚

一
討
会
議
に
合
わ
せ
、
枚
方

一
市
の
取
り
組
み
や
紙
芝
居

一
ど
具
体
的
な
仕
組
み
に
す

務
前
融
懸
％
ホ
』
酬
一軸
爆

一
姉
”
帥
訥
離
師
は
い
細
熱

一
舞
配
を
続
介 っ
は
櫛
り
平
和

一
』
に
電
の
必
要
性
を
強
調

で
、
広
島
市
、
長
崎
市
の

一
副
会
長
と
し
て
訪
米
し
た

一　

秋
葉
市
長
は

「今

の
子

一　

竹
内
市
長
は
、
市
内
で

両
被
爆
都
市
の
市
長
ら
を

一
際
、
秋
葉
忠
利

。
広
島
市

一
ど
も
た
ち
は
、
戦
争
体
験

・
１
９
３
９

（
昭
和
１４
）
年

開
崚
″
や
”
が
げ
〕
』
¨

一
議
¨
却
壮
縮
は
進 ．
権
椰
獅

一
辞
〕
嚇
特
等
』
」
「
¨
』

一
』
¨
翡
［
］
響
一
¨
一
善

日
（
３
月
１
日
】

記
念
事

一
し
た
の
が
縁
で
実
現
。
同

業
の

一
環
で
、
市
民
ら
約

一
協
議
会
副
会
長
の
海
老
根

一
た
平
和
教
育
を
」
と
主
張
。

明
し
、

「戦
争
の
記
憶
が

６
０
０
人
が
参
加
し
た
。

一
靖
典

・
神
奈
川
県
藤
沢
市

一
田
上
市
長
は
平
和
教
育
を

一
風
化
す
る
中
、
子
ど
も
た

昨
年
５
月
の
核
拡
散
防

長
も
出
席
し
、
各
市
長
は

一
続
け
る
こ
と
の
重
要
性
、

ち
に
平
和
に
つ
い
て
自
分

一
で
考
え
る
力
を
身
に
付
け

一
¨
一
特
¨
一
け
一
義
け
¨

一
い
平
和
な
未
来
を
こ
ど
も

・

一
た
ち
に
」
と
題
し
た
ア
ゼ

一

一―
ル
を
採
択
し
た
。　
、ヽ、

一　

　

　

　

【土
本
匡
孝
】

市の竹内市長 (右端 )や広島市の秋葉市長 (左端 )

ら        一枚方市の大阪歯科大学 で

l鵞 i




